
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原支所管内を含む大崎保健所管内
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
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　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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【 定点把握対象疾患の発生動向】
※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

• 急性呼吸器感染症の定点当たりの患者報告数は、県内全体で前週より減少しました。

ゴールデンウィーク期間中は医療機関が休診となるため、急性呼吸器感染症を含む

感染症全般の患者報告数は実際より少なく報告されている可能性があります。

• 県内において、水痘（入院例）の患者報告数が増加傾向にあります。水痘ウイルスによ

る感染症で、発熱とともにかゆみを伴う発疹（水ぶくれ）が全身に広がるのが特徴で

す。家族や身近な方が感染した場合は、石けんと流水による十分な手洗いを徹底し、

タオルの共用は避け、咳エチケットを徹底してください。また、予防にはにワクチン接

種が有効です。

【 集団発生状況 】※栗原支所管内

• 新たな集団発生の報告はありません。

【 全数報告疾病 】※栗原支所管内

• なし

【感染症コラム～腸管出血性大腸菌（毒素産生型）～】
• ベロ毒素を産生する大腸菌の一種で、下痢、腹痛、嘔

吐、発熱等の症状を引き起こすことがあります。

• 人から人、食材・食品（生肉）を介して感染し、食中毒

の原因となることもあります。

• 腸管出血性大腸炎に引き続き、合併症として数%か

ら10%の頻度で溶血性尿毒症症候群（HUS）を発

症すると言われています。HUSは、貧血、血小板減

少症、腎不全等の症状を引き起こすことがあります。

• 治療は対症療法が原則で、重症例は入院する場合も

あります。

• 腸管出血性大腸菌は加熱や消毒により死滅するた

め、生肉を使った肉料理を避け、肉の中心部まで十

分に加熱して予防しましょう。また、二次感染予防と

して、飲食前やトイレ後の手洗いが重要です。

• 3類感染症のため、診断した医師は速やかに最寄り

の保健所へ発生届の提出をお願いします。
• 保健所では、御希望の施設に職員を派遣して、研修会を実施しています。

• 研修会では、講話の他、吐物処理やPPEの着脱、手洗い等の演習も実施可能です。

• 御希望があれば、右記番号まで御連絡ください。
大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

0228-22-2117 0228-22-7594

【お知らせ】
・国内で麻しん（はしか）が流行しています。

・麻しんウイルスによって引き起こされる感染症で、

感染力が非常に強く、同じ空間にいるだけで感染す

ることもあります。

・予防には予防接種が有効です。2回接種していない

方は、接種を検討してください。


